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● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.10km２

● 11月１日現在人口：72,３05人 前月比   －1６人
 　　　　　　　　　   男 36,707人　女 35,598人
　　　　　　　　　 世帯数：3６,００0
　　　　　　　　　 人口密度：14,177人／km２

2014/平成26年
わらび・763

～今月の特集～
◦自転車の安全利用を考える
◦地域の宝で愛される１本を

ベルトよし！
　　ヘルメットよし！
　　　　ママも私も安心だね
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　被害者やその家族を苦痛と深い悲しみに突き落とす交通事故。１件でもなくそうと
私たちのまちでは地域が一体となった取り組みを進め、近年、減少傾向にあります｡
しかし一方で ｢自転車事故の割合が高い｣ という課題が浮き彫りになっています｡
　今月の特集は ｢自転車の安全利用を考える｣。２㌻から９㌻までにわたって、皆さ
んといっしょにこのテーマについて考えてみたいと思います｡

　

ほ
ん
の
一
瞬
の
出
来
事
で
、
け
が
を

負
い
、
最
悪
の
場
合
に
は
尊
い
命
ま
で

も
が
奪
わ
れ
る
交
通
事
故
。

　

警
察
庁
に
よ
る
と
、
平
成
25
年
中
の

交
通
事
故
の
死
者
数
は
全
国
で
４
３
７

３
人
、
交
通
事
故
の
発
生
件
数
は
62
万

９
０
２
１
件
、
負
傷
者
数
は
78
万
１
４

９
４
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
統
計
的
に

は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
わ
が
国

の
交
通
事
故
の
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

で
は
、
私
た
ち
の
ま
ち
、
蕨
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
10

年
間
（
16
年
～
25
年
）
の
交
通
事
故
の

発
生
状
況
は
右
囲
み
の
と
お
り
で
す
。

16
年
に
４
３
７
件
あ
っ
た
人
身
事
故
は
、

25
年
に
は
２
６
２
件
、
ま
た
、
負
傷
者

「ひやっとする場面｣ を体験し、交通安全意識を高める「スケアード・ストレイト教育技法｣ による教室（10月20日・第二中学校）

地
域
ぐ
る
み
の
活
動
が
結
実
し

市
内
の
事
故
が
全
体
的
に
減
少
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市内の交通事故発生状況

特集：自転車の安全利用を考える

私たちのまちから
　　　　ゼロにする

～死者数～　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）
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特集：自転車の安全利用を考える

蕨警察署交通課

小
こ

林
ばやし

 勝
かつ

則
のり

 課長買
い
物
な
ど
で
利
用
し
て
い
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
は
全
国

的
に
共
通
し
て
い
え
る
課
題
で
す
が
、

自
転
車
の
乗
車
に
は
免
許
が
不
要
な
た

め
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
が
自
動
車

ほ
ど
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
一
因

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、市
で
も
、

現
行
の
交
通
安
全
計
画
で
重
点
課
題
と

し
て
掲
げ
、
ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る
交

通
安
全
教
室
を
実
施
し
た
り
、
自
転
車

歩
行
者
道
を
整
備
し
た
り
と
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
大
幅
な
改
善
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
ど
う
し
た
ら
自
転
車
の
事

故
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。４
、５
㌻
で
は
事
故
の
発
生
状
況

や
原
因
な
ど
を
踏
ま
え
、「
安
全
な
利
用

法
」を
見
つ
め
直
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ん
の
姿
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
事
故

の
発
生
率
が
高
い

朝
の
時
間
帯
。
子

ど
も
た
ち
の
安
全

を
守
る
た
め
、
通

学
時
に
交
通
安
全

指
導
員
や
保
護
者

な
ど
に
よ
る
見
守

り
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、

児
童
や
園
児
に
正

し
い
交
通
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
学
ん

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
豊
か
な
私
た
ち
の

ま
ち
で
は
、
市
内
を
見
渡
す
と
日
頃
か

ら
交
通
安
全
に
取
り
組
む
市
民
の
皆
さ

も
16
年
の
５
１
４
人（
ほ
か
死
者
２
人
）

か
ら
25
年
に
は
３
２
３
人
（
同
１
人
）

と
市
内
の
事
故
は
全
体
的
に
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
26
年
も
10
月
末
現
在
で

人
身
事
故
は
１
８
４
件
、
負
傷
者
は
２

０
４
人（
同
０
人
）と
、
い
ず
れ
も
前
年

同
時
期
に
比
べ
て
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
結
果
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆

さ
ん
が
安
全
運
転
を
心
が
け
て
い
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、数
十
年
来
に
わ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
や
交
通
関
係
団
体
、
警

察
、
行
政
が
一
体
と
な
り
進
め
て
き
た

取
り
組
み
の
成
果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
推
進

市
内
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策

　

こ
う
し
た
背

景
に
は
、
蕨
は

市
域
面
積
が
小

さ
く
、
高
低
差

が
少
な
い
こ
と

な
ど
の
環
境
か

ら
、
自
転
車
を

使
い
や
す
く
、

多
く
の
皆
さ
ん

が
通
勤
や
通
学
、

　

左
上
円
グ
ラ
フ
に
あ
る
よ
う
に
、
25

年
の
市
内
の
交
通
事
故
死
傷
者
の
う
ち
、

34
・
６
％
が
自
転
車
に
関
す
る
事
故
と

い
う
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

県
内
自
治
体
の
中
で
も
割
合
が
高
い
ほ

う
か
ら
３
番
目
と
い
う
状
況
で
す
。

ま
ち
の
課
題
は
自
転
車
の
事
故

事
故
割
合
が
県
内
ワ
ー
ス
ト
３

で
も
ら
お
う
と
、
模
擬
信
号
と
横
断
歩

道
を
使
っ
て
開
か
れ
る
交
通
安
全
教
室

で
は
、
蕨
市
交
通
安
全
母
の
会
や
交
通

安
全
指
導
員
な
ど
が
優
し
く
指
導
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
高
齢
者

ク
ラ
ブ
や
町
会
な
ど
で
は
、
高
齢
者
が

事
故
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り

や
す
い
と
い
う
実
状
を
踏
ま
え
、
勉
強

会
を
開
い
て
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
で
は
５
年
ご
と
に
策
定
す

る「
蕨
市
交
通
安
全
計
画
」に
基
づ
き
、

道
路
交
通
環
境
の
整
備
や
交
通
安
全
教

育
の
推
進
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

進
め
て
き
た
ほ
か
、
18
年
に
は
市
民
の

皆
さ
ん
と
事
業
者
、
行
政
の
各
々
の
果

た
す
べ
き
役
割
を
明
確
に
し
た
県
内
初

と
な
る「
交
通
安
全
条
例
」を
制
定
し
、

地
域
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
姿
勢

を
よ
り
鮮
明
に
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
日
頃
か
ら
地
域
ぐ
る
み

で
交
通
安
全
に
取

り
組
み
、
一
定
の

成
果
を
上
げ
て
き

ま
し
た
が
、
依
然

と
し
て
交
通
事
故

が
ゼ
ロ
に
な
っ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
更
に
は
、

あ
る
乗
り
物
に
関

す
る
事
故
が
課
題

と
し
て
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
「
自
転
車

の
事
故
」
で
す
。

元気に挨拶を交わしながら、児童の安全
な登校を見守る保護者（中山道本町通り）

更なる啓発を進めて
交通ルールの徹底を

　市内の人身事故件数、負傷者数とも減少して
いるのは、道路利用者の意識の向上が一因と考
えています。併せて、交通関係団体や行政、警察
が連携した学校での交通安全教育や道路環境の
整備、そして現場指導の地道な活動も挙げられ
ます。ただし首都圏に位置する蕨では、自転車を
利用する生活が浸透しているほか、人口密度が
高いなどの背景から自転車事故の割合が高くな
っています。今後の課題として、利用者の更なる
ルールの遵守が重要になるとともに、行政、警察
が役割を果たしつつ連携の強化を図ることと住
民主体の事故抑止活動の更なる展開も必要です。

歩行者

自転車

二輪車

自動車

11.7％

34.6％

14.8％

38.9％

市内の交通事故死傷者の状態別内訳
（平成25年）

▪歩行者
▪自転車
▪二輪車
▪自動車
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ど
の
よ
う
な
状
況
で
自
転
車
の
事
故
が
市
内
で
起
き
て
い
る
の
か
。

現
状
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
、
地
域
で
交
通
安
全
活
動
に

取
り
組
む
皆
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
分
析
し
ま
す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

自
ら
の
身
を
守
る
に
は
ど
ん
な
状
況
で

も
標
識
を
守
り
、
安
全
確
認
を
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。な
お
、年
齢
別
で
は
高

齢
者
が
約
２
割
、
子
ど
も
と
若
者
（
24

歳
以
下
）
が
約
３
割
と
な
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
市
内
に
限
っ
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

操
作
し
な
が
ら
の
運
転
や
傘
を
さ
し
な

が
ら
の
運
転
、
右
側
通
行
と
い
っ
た
ル

ー
ル
違
反
は
事
故
の
一
因
と
な
り
ま
す
。

危
険
で
す
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

自
転
車
は
手
軽
で
便
利
な
乗
り
物
で

す
が
、
道
路
交
通
法
で
は
車
と
同
じ
仲

間
で
す
。
そ
の
た
め
、
ル
ー
ル
の
遵
守

と
マ
ナ
ー
の
向
上
が
事
故
を
減
ら
す
鍵

と
な
り
、
交
通
安
全
意
識
の
更
な
る
向

上
や
違
反
な
ど
へ
の
適
切
な
取
り
締
ま

り
が
重
要
と
な
る
ほ
か
、
人
と
車
と
自

転
車
が
安
全
に
通
行
で
き
る
道
路
環
境

の
整
備
も
必
要
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

昨
年
市
内
で
発
生
し
た
自
転
車
事
故

は
１
１
１
件（
負
傷
者
１
１
２
人
）
で
、

そ
の
７
割
以
上
が
交
差
点
で
起
き
、
多

く
が
車
と
の
接
触
で
し
た
。
主
な
原
因

は「
安
全
不
確
認
」、「
一
時
不
停
止
」と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
塚
越
小
学
校

で
児
童
に
自
転
車
乗
車
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
交
差
点
へ

安
全
確
認
を
怠
っ
て
進
入
し
、
危
な
い

思
い
を
し
た
と
い
う
回
答
が
複
数
あ
り
、

交
差
点
で
の
出
会
い
が
し
ら
に
危
険
が

潜
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

一
方
、
道
路
別
で
は
事
故

の
多
く
が
身
近
な
生
活
道

路（
市
道
）で
起
き
て
い
ま

す
。
こ
の
状
況
に
蕨
警
察

署
小こ

林ば
や
し

交
通
課
長（
３
㌻
）

は
、「
い
つ
も
通
っ
て
い
る

と
い
う
油
断
か
ら
注
意
力

が
低
下
し
、
事
故
に
な
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
よ
う
で
す
」

交
差
点
と
生
活
道
路
が
要
注
意

塚越小で行ったアンケートの回答

身
近
な
自
転
車
を

　
　
ど
う
安
全
に
使
う
か

自
転
車
は
道
交
法
で
車
と
仲
間

前方不注意

右側通行
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清
し

水
みず

 弘
こう

一
いち

 会長

塚越１丁目

指導員数は19人。登校時の立哨指導のほか
交通安全教室などの啓発活動にも取り組む

蕨市交通安全
指導員協議会

　朝、立哨
しょう

指導をしていると多くの
自転車利用者を見かけます。大半は
ルールを守っていますが、なかには
右側通行をする人や一時停止をせず
に、横断歩道を渡っている児童たち
の列に割り込んでくる人も。朝は忙
しいでしょうが、ゆとりを持って乗
車してほしいですね。車、自転車、
歩行者はみんな同じ道路を使ってい
ます。そのことを忘れずルールを守

り思いやり
の心を持て
ば、事故が
なくなるの
ではないで
しょうか。

小
こ

林
ばやし

 那
な

智
ち

子
こ

 会長

中央３丁目

会員数は1,041人。高齢者宅への訪問など
に加え、市や警察と道路診断（写真）も実施

蕨市交通安全
母の会

大人がお手本に　
家庭から教育を

　「交通安全は家庭から」を合い言葉
に会員一同、活動に励んでいます。
最近は、子どもにヘルメットをかぶ
らせて自転車に乗る保護者が増え、
安全意識の高まりを感じますが、一
方で、ベルを鳴らしながら、歩道を
走行する人も見かけます。また、一
部の高齢者や学生などが車道を逆走
している姿も見られ、とても危険に
感じています。まずは、私たち大人

がルールを
守り、お手
本となるよ
う心がけて
いきたいも
のですね。

三
み

國
くに

 昭
あきら

 支部長

中央５丁目

組合員数は13店舗。交通安全運動での自転
車無料点検のほか、放置自転車対策も推進

埼玉県自転車軽自動車商
協同組合蕨支部

事故の予防策に　
定期的な点検を

急がず慌てずに　
思いやりの心を

　事故の予防には、用途や体に合っ
た自転車に乗ることと、定期的な点
検も重要です。点検においてはタイ
ヤの空気、ライトの点灯など自分で
できる確認のほか、１年に１回はお
店で見てもらったほうがいいでしょ
う。「普通に乗れるから問題ない」と
考える人も多いと思いますが、例え
ば坂道がない蕨では、ブレーキの不
具合に気づきにくいといったことも

あります。
自転車もし
だいに劣化
していくの
で注意が必
要ですね。

　どうすれば自転車を安全に利用できるのか。日頃から、
交通安全活動に力を注いでいる３人にお話を伺いました。

私はこう考える
　　　　　自転車の安全利用

一時不停止

傘さし運転
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４
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
た
講
習
会
。

事
前
に
映
像
学
習
や
テ
ス
ト
を
行
っ
た

児
童
た
ち
は
、
標
識
や
信
号
機
な
ど
が

設
置
さ
れ
た
校
庭
で
、
正
し
い
乗
車
が

で
き
て
い
る
か
お
巡ま
わ

り
さ
ん
や
交
通
安

全
指
導
員
に
確
認
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
お
巡
り
さ
ん
か
ら
乗
車
前
の

点
検
、｢

ブ
タ
ベ
ル
サ
ハ
ラ｣

（
７
㌻
）

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
な
に
ご
と

も
準
備
は
た
い
せ
つ
で
す
ね
。

　

そ
れ
で
は
ス
タ
ー
ト
で
す
。
で
も
、

す
ぐ
に
ペ
ダ
ル
を
こ
ぎ
だ
す
の
で
は
な

く
、｢

出
発
前
の
前
後
左
右
の
確
認
」
は

し
っ
か
り
と
。安
全
が
確
認
で
き
た
ら
、

｢
左
側
通
行
」を
守
り
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
や
高
齢
者
は
、
歩
道
の
あ
る
道

路
で
は
歩
道
を
通
行
で
き
ま
す
が
、
そ

の
際
に
は
、「
歩
行
者
優
先
で
車
道
寄
り

を
徐
行
」
し
ま
し
ょ
う
。

中央２丁目

和
わ

久
く

 智
とも

子
こ

 さん

中央２丁目

久
く

保
ぼ

 真
ま

希
き

 さん

市
内
全
４
年
生
が
学
ぶ
講
習
会

もう一度確認しよう
　　　　ルールとマナー

お
巡
り
さ
ん
の
掛
け
声
と
と
も
に
、
左
側
通
行
を
守
っ
て
出
発
進
行

蕨警察署の協力の下、講習会を開催（10月20日）

講習会を取材していたPTA広報（保護者）のかたにお聞きしました

横や後ろからも車や歩行者な
どが来ないか確認しましょう

一時停止後、安全が確認でき
るところまで前に出ましょう

～ 交通標識を守って一時停止 ～ ～ 出発前には前後左右を確認 ～
　実際の道路はど
こから車や歩行者
が来るか分かりま
せん。子どもは出
発時、前しか目に
入らないことも多
いので今回あらた
めて学ぶことがで
きてよかったです。

　車の通りが少な
い交差点では、つ
い一時停止を怠り
がちになってしま
います。この講習
会を機に交差点で
は必ず止まり、安
全確認することを
家族で徹底します。

　事故を防ぐにはルールとマナーの徹底が第一
です。中央東小学校で行われた自転車運転免許
講習会の様子を通して、再確認してみましょう｡
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備えあれば憂いなし！万一のときのために準備をしておきましょう

特集：自転車の安全利用を考える

　

し
ば
ら
く
す
る
と
信
号
機
が
見
え
て

き
ま
し
た
。
赤
の
と
き
は
も
ち
ろ
ん
停

止
し
ま
す
が
、｢

青
で
も
左
右
確
認｣

を

忘
れ
ず
に
。続
い
て
一
時
停
止
の
標
識
。

「
交
差
点
で
は
一
時
停
止
」
を
し
、
安

全
確
認
が
で
き
た
ら
進
み
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
事
故
の
多
く
は
交
差
点
や
そ
の

付
近
で
発
生
し
て
い
る
の
で
要
注
意
で

す
。
そ
の
後
、
障
害
物
に
も
一
度
止
ま

っ
て
安
全
を
確
認
し
、
ゴ
ー
ル
に
た
ど

り
着
い
た
児
童
た
ち
。
厳
し
い
チ
ェ
ッ

ク
に
緊
張
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
み

ご
と
全
員
が
免
許
を
取
得
で
き
ま
し
た
。

　

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と

の
た
い
せ
つ
さ
を
再
確
認
で
き
る
自
転

車
運
転
免
許
講
習
会
は
、今
年
度
、全
７

小
学
校
の
４
年
生
が
受
講
し
ま
す
。
児

童
の
み
ん
な
は
学
ん
だ
こ
と
を
実
際
の

道
路
で
も
実
践
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

みんな知ってる？乗車前の｢ブタベルサハラ」
　講習会で学んだ ｢ブタベルサハラ｣ を多くの人に知って
もらいたいと中央東小の児童２人が紹介してくれました｡

乗る前の点検を
忘れずに。合い
言葉は「ブタベ
ルサハラ」だよ!

両方のブレーキがしっかり
とききますか？

ベルもきちんと鳴るかどう
か確かめよう!!

タイヤは両手で押して空気
が入っているか確認!!

サドルの高さは両足のつま先
がつくかどうかが目安です

ライトが明るくつくかどう
かの確認も忘れずに！

ハンドルはまっすぐ
に。反射材もしっか
り付いてる？

タ  イヤ

サ  ドル

ラ  イト

ブ  レーキ

ベ  ル

ハ  ンドル
ン
シ
ャ
ザ
イ

　今日の講習会でお巡りさ
んから乗る前の準備や乗っ
ているときの注意点などを
教えてもらって、とても勉
強になりました。｢ブタベ
ルサハラ｣ は、たいせつな
のでお父さんやお母さんた
ちにも教えてあげたいな。

家族にも教えたいな！

　３年生のときに交通安全
教室で｢ブタベルサハラ」を
習ったので、ふだんから心
がけていました。自転車は
便利な乗り物だけど､ 事故
になることも多いと教えて
もらったので、あらためて
気をつけようと思いました。

今後も気をつけます！

佐
さ

藤
とう

 秀
しゅう

哉
や

 さん

水
みず

野
の

 若
わか

菜
な

 さん

ＴＳマーク（賠償内容
が異なる２種類）とは、
自転車安全整備士が点
検整備した自転車に貼
付されるもので傷害保
険と賠償責任保険が１
年間付帯されます。自
転車安全整備店の看板
のあるお店にご相談を

自転車同乗中の事故で
子どもが頭部にけがを
負う割合が高くなって
います。万一に備えて、
ヘルメットを着用しま
しょう。また、年齢別
でみると自転車事故の
割合の高い高齢者も日
頃から着用しましょう

賠償責任補償限度額が青色マークは
1,000万円、赤色マークは5,000万円

自転車保険（ＴＳマーク制度）自転車用ヘルメット
青色マーク　　　赤色マーク

標識や信号機があり、小学
３年生までは無料で自転車
が借りられます（原則火～
日曜日　午前10時～午後４
時）。乗り方の練習ができ、
楽しくルールも学べます。

ご利用ください!!
大荒田交通公園（南町2－3）

①自転車は、車道が原則、歩道は例外
自転車は、道路交通法上「車両」です

②車道は左側を通行
車道の左端に沿って走りましょう

③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
13歳未満の子どもと70歳以上の高齢者等は、歩道のあ
る道路では歩道を通行することができます。歩行者の通
行を妨げるおそれがあるときは一時停止をしましょう

④安全ルールを守る
〇飲酒運転・二人乗り・並進の禁止　〇夜間はライト
を点灯　〇交差点での信号遵守と一時停止・安全確認

⑤子どもはヘルメットを着用
児童・幼児には乗車用ヘルメットをかぶらせましょう

守ろう!!自転車安全利用五則

取得した免許証
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寄
せ
ら
れ
、
動
き
が
加
速
し
た
と
い
う

背
景
も
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た「
ま
ち
の

安
全
」を
願
う
、多
く
の
市
民
の
心
が
詰

ま
っ
た
自
転
車
安
全
利
用
条
例
。
そ
の

特
徴
は
前
述
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
の
役
割
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
ほ
か
、
自
転
車
損
害
保
険
等
へ
の

加
入
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
な
ど
を
求

め
る
内
容
を
盛
り
込
ん
で
い
る
点
で
す
。

　

先
月
10
日
の
制
定
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

も
、
意
欲
的
に
周
知
活
動
を
行
う
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
一
人
で
あ
り
、
ま
た
長
年
、
交
通

安
全
活
動
に
取
り
組
む
、
交
通
安
全
母

の
会
・
小こ

林ば
や
し

会
長（
５
㌻
）も
「
今
こ
そ

蕨
の
豊
か
な
地
域
力
を
見
せ
る
べ
き
。

私
た
ち
の
ま
ち
な
ら
ば
事
故
を
減
ら
し

て
課
題
を
解
決
で
き
る
は
ず
で
す
」
と

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
、
こ
の
条
例
を
契
機
に

交
通
安
全
対
策
に
い
っ
そ
う
力
を
入
れ
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
月
か
ら
施
行
す
る
自
転
車
安
全
利

用
条
例（
右
囲
み
・
第
１
条
）は
、行
政
や

市
民
、
自
転
車
利
用
者
、
事
業
者
、
関

係
団
体
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
定
め
、

地
域
全
体
で
自
転
車
の
更
な
る
安
全
利

用
を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

県
内
２
市
目
と
な
る
本
条
例
を
取
り

ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
市
内
の
学

校
長
や
県
警
察
官
な
ど
で
組
織
す
る
蕨

市
交
通
安
全
対
策
協
議
会（
会
長
・
賴よ

り

髙た
か

英ひ
で

雄お

市
長
）や
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

で
い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
を
反
映
さ
せ

て
き
ま
し
た
。
更
に
こ
こ
に
至
る
ま
で

に
は
、現
状
か
ら
の
脱
却
に
向
け
、市
で

条
例
の
制
定
を
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

交
通
関
係
団
体
を
は
じ
め
と
す
る
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
も
「
更
な
る
安
全
対
策

に
向
け
、条
例
を
」と
い
う
熱
心
な
声
が

安
全
願
う
心
が
詰
ま
っ
た
条
例

地
域
ぐ
る
み
で

　
　
更
な
る
安
全
を
求
め
て

条例制定キャンペーンで啓発品を配布しながら、市民の皆さんに自転車の安全利用を呼
びかける賴髙市長（写真中央）と交通関係団体の皆さん（11月10日・蕨駅西口）

ソフト・ハードの両面で進める自転車交通安全の取り組み
写真左＝錦町４丁目の市道
の一部を、新たに自転車歩
行者道として整備。今後も
道路環境の整備に努めます。
中央＝市独自のキャンペー
ンとして、毎年６月10日に
早めのライト点灯を呼びか
ける啓発活動を実施。右＝
定期的に朝の通勤・通学の
時間帯に蕨警察署と連携し
マナーアップ運動を展開。

自転車歩行者道の整備 ６月10日｢無灯火｣ゼロの日 マナーアップ運動

　
自
転
車
の
安
全
利
用
を
ま
ち
ぐ
る
み
で
促
進
さ
せ
る
た
め
、
今
月

か
ら
自
転
車
安
全
利
用
条
例
を
施
行
し
ま
す
。
蕨
の
豊
か
な
地
域
力

が
事
故
を
な
く
し
、ま
ち
に
更
な
る
安
全
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

｢
自
転
車
安
全
利
用
条
例｣

が
今
月
か
ら
施
行
に

（目的）
　第１条 この条例は、自転車の安全な利
用に関し、市、市民（市内に在勤し、又
は在学する者を含む。）、自転車を利用す
る者（以下「自転車利用者」という。）、事
業者及び関係団体の責務を明らかにする
とともに、施策の基本となる事項を定め
ることにより、自転車の安全な利用の促
進に関する施策を総合的かつ計画的に推
進し、もって歩行者、自転車及び自動車
等が共に安全に通行し、かつ、市民が安
心して暮らすことのできる地域社会の実
現に寄与することを目的とする。

※本条例の全文については市ホームページ
をご参照ください。詳細＝安全安心推進課
（☎433・7755）

蕨市自転車安全利用条例
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特集：自転車の安全利用を考える

課題が地域の絆とまちを育む
　まちには、いつの時代も課題が存在します。
ごみや放置自転車などさまざまな課題が今まで
もありました。しかし、私たちは地域全体で真
摯に向き合い取り組むことで、解決へと導き、
更にはその過程で絆とまちを育んできました。
　この自転車の事故についても同じことがいえ
るはずです。安全を願う心を結集し、活動を続
けていけば必ず道は開けます。そのためにも、
まずは一人ひとりが「心の免許証」をしっかり
と携帯し、ペダルを踏み込んでいきませんか。
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情
あ
る
建
物
や
蔵
な
ど
が

点
在
す
る
中
山
道
本
町
通

り
。
そ
の
昔
、
江
戸
か
ら
京
都
ま

で
を
結
ぶ
中
山
道
の
宿
場
町
と
し

て
蕨
宿
は
栄
え
ま
し
た
。
江
戸
日

本
橋
か
ら
数
え
て
２
つ
目
と
な
る

蕨
宿
は
、
中
山
道
本
町
通
り
約
１

㌔
に
わ
た
っ
て
形
成
さ
れ
、
大
名

や
公
家
が
休
泊
す
る
本
陣
や
、
庶

民
が
宿
泊
す
る
旅は

た
ご籠
な
ど
が
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
行
き
交

う
、
ま
ち
の
中
心
地
で
し
た
。

　

そ
ん
な
当
時
の
面
影
を
残
す
中

山
道
本
町
通
り
を
舞
台
に
繰
り
広

げ
ら
れ
る
の
が
、
毎
年
、
11
月
３

日
に
開
か
れ
る
「
宿
場
ま
つ
り
・

織
姫
道
中
大
行
列
」
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
大
名
行
列
を
ほ
う

ふ
つ
と
さ
せ
る
ミ
ス
織
姫
の
一
行

が
姿
を
現
す
と
、
沿
道
か
ら
は
大

き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
す
。

　

今
年
で
31
回
目
を
迎
え
、
15
万

人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
っ
た
こ
の
お

祭
り
は
、
ま
ち
の
歴
史
や
文
化
を

後
世
に
語
り
継
い
で
い
こ
う
と
地

域
の
皆
さ
ん
が
立
ち
上
が
り
、
手

作
り
で
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

人
と
人
を
結
び
、
人
情
を
育
ん

で
き
た
中
仙
道
蕨
宿
。
お
祭
り
を

通
じ
て
、
そ
の
歴
史
に
触
れ
る
こ

と
で
培
わ
れ
る
郷
土
へ
の
愛
着
が
、

地
域
の
絆
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

風

第31回中仙道武州蕨宿　─────────

─────────────────　宿場まつり

い
に
し
え
の
歴
史
を
現
代
に
―

織
姫
道
中
大
行
列

4 3 2

1
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①⑤お祭りに華を添える今年度のミス織姫と宿場小町　②④大
名行列の再現で通りは江戸時代にタイムスリップ　③災害協定
を結ぶ静岡県湖西市からは世界一大きい浜名湖大太鼓がお目見
え　⑥軽快な動きを見せる毛槍奴４人衆　⑦牛車を引く手にも
力が入ります　⑧菅笠にかっぱをはおった旅がらす（左）と浪人
⑨迫力の発砲音をとどろかせる鉄砲隊　⑩甲冑を身にまとった
勇ましい戦国武将　⑪ゆるキャラたちも練り歩き　⑫昨年度の
ミス織姫と宿場小町も参加　⑬沿道の人垣からは温かい声援も

10

9

1213

11

8

7 6

5
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日
本
一
早
く
実
が
な
る
こ
と
で
知
ら

れ
る
わ
ら
び
り
ん
ご
。錦
町
の
故
・
吉よ

し

澤ざ
わ

正し
ょ
う

一い
ち

さ
ん（
下
囲
み
）が
約
20
年
が
か
り

で
研
究
・
開
発
し
た
極
早わ

生せ

種
で
す
。

「
蕨
で
お
い
し
い
リ
ン
ゴ
を
作
り
た
い
」

と
情
熱
を
注
ぎ
な
が
ら
も
志
半
ば
で
こ

の
世
を
去
っ
た
吉
澤
さ
ん
。
そ
の
思
い

が
再
び
動
き
始
め
た
の
は
市
制
施
行
50

周
年
を
迎
え
た
平
成
21
年
の
こ
と
で
す
。

記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
錦
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
わ
ら

び
り
ん
ご
を
地
域
の
宝
と
し
て
広
め
よ

う
と
取
り
組
ん
だ
の
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
以
来
、「
わ
ら
び
り
ん
ご
の
会
」（
平ひ

ら

野の

明あ
き

佑す
け

会
長
）を
中
心
に
普
及
活
動
が

行
わ
れ
、
市
内
で
リ
ン
ゴ
の
木
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
農

家
の
皆
さ
ん
も
ま
ち
お
こ
し
の
一
環
と

し
て
、生
産
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
現
在
、
ま
ち
を
挙

げ
て
の
わ
ら
び
り
ん
ご
の
商
品
開
発
が

動
き
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
第
一
弾
が

わ
ら
び
り
ん
ご
サ
イ
ダ
ー
で
す
。

商
品
化
で
ま
ち
の
魅
力
を
発
信

検討会は８月と10月に実施し、
商品の方向性を話し合いました

わらびりんごサイダー
　　　　　　　 ── 来夏機まつりで限定販売!!

一般的なリンゴサイダーよりも約３倍の酸味をきかせた「わらびりんごサイダー」（写真は商品イメージ）

　

故
・
吉
澤
正
一
さ
ん
が
、リ
ン
ゴ
作
り

を
始
め
た
の
は
昭
和
38
年
の
こ
と
で
す
。

家
族
で
食
べ
た
リ
ン
ゴ
の
種
を
遊
び
心

で
庭
に
ま
く
と
約
２
０
０
本
が
発
芽
。

気
に
入
っ
た
１
本
を
育
て
始
め
る
と
数

年
後
に
白
い
花
が
咲
き
、そ
の
２
年
後
、

梅
雨
も
終
わ
ら
ぬ
６
月
末
に
い
び
つ
な

赤
い
実
を
付
け
ま
し
た
。「
突
然
変
異
で

は
」と
、直
感
し
た
吉
澤
さ
ん
。
リ
ン
ゴ

の
栽
培
は
未
経
験
で
し
た
が
、「
リ
ン
ゴ

の
な
い
季
節
に
病
人
や
子
ど
も
に
新
鮮

な
リ
ン
ゴ
を
」と
、特
産
地
を
訪
ね
歩
き

な
が
ら
多
く
の
専
門
書
な
ど
で
研
究
を

重
ね
ま
し
た
。
そ
し
て
、昭
和
56
年
、つ

い
に
市
の
名
前
を
広
め
よ
う
と
名
付
け

た「
わ
ら
び
」が
新
品
種
登
録
さ
れ
た
の

で
す
。そ
の
後
、木
の
根
元
に
砂
糖
や
塩

を
ま
く
な
ど
の
試
行
錯
誤
を
経
て
生
ま

れ
た
の
が
、「
つ
ゆ
ば
れ
」で
す
。
そ
の

品
種
登
録
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
平
成

３
年
、
吉
澤
さ
ん
は
交
通
事
故
で
帰
ら

ぬ
人
に
…
。し
か
し
、そ
の
尽
き
る
こ
と

の
な
い
情
熱
は
、

現
在
も
リ
ン
ゴ

生
誕
の
地
で
、

ご
家
族
の
手
に

よ
っ
て
引
き
継

が
れ
て
い
ま
す
。

4月
に咲

く白い花

第２回
商品化検討会

10月30日
蕨市役所･４階
第一委員会室

わらびりんご物語

わらびりんご開発者の故・吉澤正一さん

特集　地域の宝で愛される１本を

シュワ～っと、口の中ではじける刺激、
喉を流れるときの心地よい爽快感─。
今、全国各地で地元の特色を生かした
地サイダーが続々と誕生しています。
蕨でもついに、地域の宝｢わらびりんご｣の
サイダーが産声をあげようとしています。
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　「わらび」は、4月の上旬、桜と入れ替わるようにして白い
かれんな花を咲かせます。「リンゴは秋に収穫」というそれ
までの常識を打ち破り、満開から60日ほどで成熟する極早生
種で、日本一早い６月下旬にはその実を赤く染めます。直径
７㌢前後、重さ150～200㌘ほどの小ぶりで酸味のきいたその
味は、ジュースやジャム、アップルパイなどにして味わうのが
いちばんです。その後、甘さを加えて品種改良した「つゆばれ」
とともに、わらびりんごと呼ばれています。

６月　  ７月　 ８月　 ９月　 10月　 11月
実 を 付 け る 時 期・大 き さ

わらび・つゆばれ
約150～200㌘

つがる
約300㌘

ふじ
約300㌘

世界一
約500㌘

わらびりんごの特徴

り
ん
ご
の
特
徴
で
あ
る
酸
味
を
強
く
出

し
た「
大
人
向
け
サ
イ
ダ
ー
」に
決
定
。

更
に
「
お
酒
で
割
っ
て
も
よ
し
」、「
蜂

蜜
を
入
れ
て
も
飲
み
や
す
い
」
な
ど
の

意
見
か
ら
、お
勧
め
レ
シ
ピ
も
考
案
し
、

誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
１
本
を
目
指
す
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
ベ
ル

は
リ
ン
ゴ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
わ
ら
び

り
ん
ご
姫
」を
全
面
に
出
し
た
、か
わ
い

ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
検
討
会
の
様
子
は
、
新
聞

で
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
気
運
が
高
ま
り

つ
つ
あ
る
わ
ら
び
り
ん
ご
サ
イ
ダ
ー
。

今
後
は
来
年
収
穫
し
た
リ
ン
ゴ
を
使
っ

て
３
０
０
０
本
を
生
産
し
、
機
ま
つ
り

で
限
定
販
売
を
す
る
予
定
で
す
。
地
域

の
宝
「
わ
ら
び
り
ん
ご
」
で
作
り
上
げ

る
渾こ

ん

身
の
１
本
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

サ
イ
ダ
ー
で
商
品
化
す
る
の
に
は
理

由
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
農
家
の
皆
さ

ん
が
リ
ン
ゴ
の
生
産
に
励
ん
で
い
ま
す

が
、
安
定
的
な
収
穫
に
は
ま
だ
数
年
か

か
る
た
め
、
少
量
で
生
産
で
き
る
商
品

が
条
件
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
近
年
、
地

域
の
活
性
化
を
後
押
し
す
る
存
在
と
し

て
、
各
地
で
「
地
サ
イ
ダ
ー
」
が
人
気

を
誇
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
サ
イ

ダ
ー
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
地
域
一
体
と
な
っ

て
開
発
を
進
め
よ
う
と
、農
業
・
商
業
関

係
者
や
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
を
交
え
た

「
わ
ら
び
り
ん
ご
商
品
化
検
討
会
」を
設

置
し
ま
し
た
。
検
討
会
で
は
試
作
品
の

試
飲
を
行
い
、
味
の
方
向
性
を
わ
ら
び

検
討
会
で
コ
ン
セ
プ
ト
が
決
定

市内の通り（北町５丁目）

蕨市民公園（塚越５丁目）
蕨市役所（中央５丁目）さつき保育園（錦町２丁目）

わらびりんご公園（錦町６丁目）

市制施行50周年を転機に地域へ広がりを
見せたわらびりんご｡ 地道な普及活動な
どにより、市内には約500本の木が植え
られました。季節になると頰をポッと染
めたような赤い実が顔を見せてくれます

わらびりんご商品化検討会（会員24人）
のメンバーに聞きました!!

　わらびりんご待望の商品
化。検討会でも活発な意見
が飛び交うなど熱意の高さ
を感じています。サイダー
の将来はきっと明るいはず
です。地域の宝を特産品と
して広めていきたいですね。

　料理好きということもあ
り、以前から活用法に興味
がありました。リンゴの特
徴はなんといっても、その
酸っぱさ。どこか懐かしい
味と爽やかな香りで、リフ
レッシュできると思います。

　小ぶりでかわいらしいリ
ンゴをモチーフにした「わ
らびりんご姫」。その姿とは
裏腹な刺激的な飲み口が魅
力の１本です。キャラクター
が目印となって親しんでも
らえたらうれしいですね。

特産品として広めたい

酸っぱさで気分も爽快

親しまれるサイダーに

髙
たかはし

 慶
けい

助
すけ

さん
同検討会・会長

影
かげ

山
やま

 洋
ひろし

さん
キャラクター製作者

検討委員の鎌
かま

田
た

瑞
みず

葉
は

さん

今後のスケジュール
です。お楽しみにね！

Warabi Apple Cider

「わらびりんご」見～つけた!!

商
品
化
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
市
役
所

２
階
・
商
工
生
活
室
（
☎
433･

７
７
５
０
）
へ

柴
しば

戸
と

 安
あ

希
き

子
こ

さん

公募市民

27年
６～
　 ７月

・�平成27年産のわらび
りんごを収穫
・3,000本を生産

８月 ・�機まつりで限定販売
（購入者にアン
ケートを実施予定）
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１月
８
日　
さ
つ
き
・
み
ど
り
保
育
園
耐
震
補
強
工
事
着
工

12
日　
消
防
出
初
式

13
日　
蕨
市
成
年
式 

①

28
日　
北
町
一
丁
目
雨
水
調
整
池
完
成

２月
８
日　
蕨
市
避
難
所
運
営
訓
練

10
日　
蕨
市
Ｐ
Ｒ
大
使
を
委
嘱　
町
亞
聖
さ
ん 

②

16
日　
わ
ら
び
郷
土
か
る
た
大
会

22
日　
消
費
生
活
展
（
～
23
日
）

26
日　
公
共
施
設
に
わ
ら
び
り
ん
ご
の
苗
木
を
植
樹

28
日　

�

市
内
小
・中
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
工
事
が
完
了
し

耐
震
化
率
が
１
０
０
％
に 

※
写
真
は
中
央
東
小 

③

３月
１
日　

�

歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
展
「
春
の
文
化
祭
―
あ

～
と
の
山
盛
り
―
」（
～
４
月
29
日
）　

２
日　

�

生
涯
学
習
推
進
事
業
～
次
世
代
へ
つ
な
げ
よ
う

生
涯
学
習
～

４
日　
旭
町
公
民
館
が
優
良
公
民
館
表
彰
受
賞

12
日　
市
役
所
通
り
が
開
通 

④

22
日　
桜
の
ま
ち
南
町
文
化
展
（
～
23
日
）

31
日　

�

竜
巻
な
ど
の
災
害
時
に
お
け
る「
埼
玉
県・市
町

村
被
災
者
安
心
支
援
に
関
す
る
基
本
協
定
」締
結

４月
１
日　

�「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
」将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
ス
タ
ー
ト

　
　
　
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
運
用
開
始

　
　
　
共
同
住
宅
等
耐
震
診
断
補
助
金
開
始

　
　
　

�

ふ
る
さ
と
わ
ら
び
応
援
基
金
を
活
用
し
学
校・保

育
園
の
備
品
を
整
備 

※
写
真
は「
わ
ら
ぶ
ー
」の

描
か
れ
た
食
器
を
使
っ
た
給
食
の
様
子 

⑤

　
　
　
学
校
図
書
館
教
育
支
援
員
の
拡
充
へ

５
日　
わ
ら
び
公
園
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン 

⑥

12
日　
市
長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催
（
～
19
日
）

　
　
　
わ
ら
び
学
校
土
曜
塾
開
講
（
全
小
学
校
区
）

17
日　
蕨
市
Ｐ
Ｒ
大
使
を
委
嘱　
智
内
威
雄
さ
ん 

⑦

29
日　
苗
木
市
・
藤
ま
つ
り 

⑧

５月
18
日　
子
育
て
支
援
フ
ェ
ス
タ
・
こ
ど
も
ま
つ
り

30
日　
蕨
市
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
功
労
者
表
彰

31
日　
み
ん
な
で
創
る
わ
ら
び
推
進
条
例
市
民
懇
談
会
開
催

６月
１
日　
ク
リ
ー
ン
わ
ら
び
市
民
運
動 

⑨

３
日　
二
中
体
育
館
改
修
工
事
着
工

８
日　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

10
日　
自
転
車
無
灯
火
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

21
日　
ス
ケ
ア
ー
ド・ス
ト
レ
イ
ト
交
通
安
全
教
室（
蕨
高
校
）

25
日　
平
成
26
年
度
協
働
事
業
提
案
制
度
審
査
会
開
催

７月
１
日　
ク
ー
ル
オ
ア
シ
ス
蕨
実
施
（
～
９
月
30
日
）

５
日　
あ
さ
が
お
＆
ほ
お
ず
き
市
（
～
６
日
）

12
日　
蕨
市
災
害
図
上
訓
練

　
　
　
わ
ら
て
つ
ま
つ
り
２
０
１
４
（
～
13
日
） 

⑩

　12月を迎え、
今年も残すとこ
ろあと僅かとな
りました。そこ
で14、15㌻では、
市 政 や 催 し な
ど、蕨のこの一
年を写真ととも
に振り返ります。

2014

写
真
で
振
り
返
る

　
わ
ら
び
こ
の
一
年

①蕨市成年式

⑧苗木市

⑥わらび公園リニューアルオープン

蕨市ＰＲ大使委嘱式
②町亞聖さん（フリーアナウンサー）　⑦智内威雄さん（左手のピアニスト）

③きれいになった中央東小体育館

⑤ふるさとわらび応援基金活用し
学校・保育園の備品拡充

⑨クリーンわらび市民運動

④市役所通り開通
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７月
22
日　
公
民
館
耐
震
補
強
設
計
委
託
（
東
・
南
公
民
館
）

26
日　

�

歴
史
民
俗
資
料
館
平
和
祈
念
展
「
代
用
品
～
モ

ノ
が
語
る
戦
時
下
の
く
ら
し
～｣

（
～
９
月
28
日
）

　
　
　
第
１
回
蕨
市
行
政
改
革
プ
ラ
ン
に
係
る
市
民
懇
談
会
開
催

８月
４
日　
全
中
学
校
防
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
設
置
工
事
着
工

　
　
　

�

北
町
公
民
館・北
町
児
童
館・市
民
体
育
館
耐
震
診

断
実
施・空
調
設
備
改
修
工
事
基
本
設
計
等
実
施

７
日　
わ
ら
び
機
ま
つ
り
（
～
10
日
）
⑪

11
日　
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
開
催 

⑫

15
日　
国
際
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
（
～
25
日
）

17
日　
蕨
市
小
学
生
将
棋
大
会

22
日　

�｢

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨｣

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
に

関
す
る
官
民
連
携
協
定
を
締
結（
総
合
地
所
㈱
） 

⑬

24
日　
蕨
市
総
合
防
災
演
習
（
北
小
学
校
） 

⑭

25
日　
全
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
着
工

26
日　
わ
ら
び
り
ん
ご
商
品
化
検
討
会
開
催

９月
５
日　

�

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
～
11
月
９
日
）

※
写
真
は
中
央
地
区 

⑮

７
日　
合
宿
通
学（
～
13
日
） 

※
写
真
は
北
町
地
区 

⑯

12
日　
さ
く
ら
保
育
園
耐
震
補
強
工
事
着
工

13
日　
お
年
寄
り
を
敬
う
会

26
日　

�

蕨
駅
東
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
道

路
整
備
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

30
日　
第
２
次
蕨
市
立
病
院
経
営
改
革
プ
ラ
ン
策
定

10月
１
日　
定
期
接
種
を
拡
充
（
高
齢
者
肺
炎
球
菌
・
水
痘
）

２
日　
平
成
27
年
度
協
働
事
業
提
案
制
度
審
査
会
開
催

５
日　
蕨
市
文
化
祭
（
～
11
月
23
日
）

10
日　
塚
越
小
学
校
プ
ー
ル
改
修
工
事
着
工

12
日　
蕨
市
立
小
中
学
校
俳
句
大
会

22
日　
戦
没
者
追
悼
式

25
日　

�

歴
史
民
俗
資
料
館｢

當
摩
源
一
郎 

Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
―
Ｃ
ｏ

ｌ
ｏ
ｕ
ｒ 

Ｅ
ｘ
ｈ
ｉ
ｂ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ｣（
～
12
月
21
日
）

26
日　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ワ
ー
ル
ド 

ｉ
ｎ 

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｉ 

⑰

11月
２
日　
わ
ら
び
健
康
ま
つ
り
・
歯
ッ
ピ
ー
わ
ら
び

３
日　
け
や
き
文
化
賞
・
自
治
功
労
者
表
彰
式

　
　
　
宿
場
ま
つ
り

11
日　
金
婚
祝
式

12
日　
蕨
市
公
募
美
術
展
覧
会
（
～
11
月
16
日
）

15
日　
蕨
市
ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
推
進
大
会

22
日　
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム

25
日　
イ
ク
メ
ン・料
理
男
子
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

　
　
　
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

12月
１
日　
自
転
車
安
全
利
用
条
例
施
行

７
日　
ク
リ
ー
ン
わ
ら
び
市
民
運
動
（
予
定
）

24
日　
歴
史
民
俗
資
料
館
空
調
設
備
改
修
工
事
着
工（
予
定
）

⑩わらてつまつり 2014

⑰ハロウィンワールド in WARABI

⑪わらび機まつり

⑭蕨市総合防災演習

⑯合宿通学

⑫音楽によるまちづくり
懇談会開催

⑬将来ビジョン推進に関する
官民連携協定を締結

⑮生涯学習フェスティバル

写真で振り返るわらびこの一年

交
流
が
更
に
深
ま
っ
た
こ
の
一
年

　

来
年
も
蕨
の
今
を
追
い
続
け
ま
す
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問
い
合
わ
せ
＝
政
策
企
画

室
（
緯
433
・
７
６
９
８
）

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
て
見

直
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
の
主
な
項
目

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
ず
、「
ま
ち
へ
の
愛
着
」

に
つ
い
て
は
、「
感
じ
て
い

る
」と
答
え
た
人
は
72
・
４
％

で
、
こ
こ
５
年
間
で
最
も
高

い
割
合
と
な
り
ま
し
た
（
左

下
囲
み
参
照
）。愛
着
を
感
じ

る
理
由
と
し
て
は
、「
買
い
物

な
ど
生
活
に
便
利
だ
か
ら
」

が
64
・
４
％
、「
自
然
災
害
、都

市
災
害
が
少
な
く
安
全
だ
か

ら
」が
43
・
２
％
と
続
い
て
い

ま
す
。「
永
住
意
識
」に
つ
い

て
は
、こ
れ
か
ら
も「
住
み
た

い
と
思
う
」
が
、
前
年
比
1.7

ポ
イ
ン
ト
増
の
64
・
２
％
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

理
由
と
し
て
、
環
境
上
の
理

由
で
は
、「
住
み
な
れ
て
い

る
か
ら
」、
生
活
上
の
理
由

で
は
、「
消
費
生
活
が
便
利

だ
か
ら
」
と
い
っ
た
回
答
が

１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

リポート　そこが知りたい

〈104〉

　

今
年
度
の
市
民
意
識
調
査

で
は
、
市
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
男
女
１
０
０
０
人
を
対

象
に
調
査
票
を
お
送
り
し
、

４
３
８
人
か
ら
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
（
右
下
囲
み
）。

　

今
回
の
調
査
項
目
は
全
部

で
28
項
目
で
す
。な
お
、調
査

内
容
は
、
今
年
度
ス
タ
ー
ト

し
た
新
た
な
市
の
最
上
位
計

画「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
」 市

民
意
識
調
査
の
結
果
ま
と
ま
る

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
市
政
に
対
す
る
ご
意
見
を
伺
い
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
し
て
い
こ
う
と
、毎
年
、市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
度
、そ
の
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、「
ま
ち
へ
の
愛
着
」の
ほ
か
、主
な
調
査
項
目
の
結
果
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

蕨のまちづくりに役立てますこ
こ
５
年
で
最
高
水
準

72
％
以
上
が
蕨
に
愛
着

　

次
に
、
市
の
重
点
施
策
に

つ
い
て
は
、
36
項
目
そ
れ
ぞ

れ
の「
重
要
度
」と「
満
足
度
」

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。「
重
要

度
」で
は
、
１
位
が「
防
犯
対

策
」、２
位
が「
消
防
・
救
急
体

制
」、３
位
が「
防
災
対
策
」と
、

安
全
・
安
心
の
分
野
へ
の
期

待
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
満
足
度
」で
は
、１
位

が「
消
防
・
救
急
体
制
」、２
位

が
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な

ど
の
公
共
交
通
の
充
実
」、３

位
が「
防
災
対
策
」で
し
た
。

　

ま
た
、今
回
の
調
査
で
は
、

「
高
齢
期
に
大
切
な
こ
と
」に

つ
い
て
、「
体
力
の
増
進
や
健

康
の
保
持
」
が
昨
年
よ
り
4.2

ポ
イ
ン
ト
増
の
69
・
６
％
に

な
っ
た
ほ
か
、「
運
動
・
ス
ポ

ー
ツ
を
行
う
頻
度
」
に
つ
い

て
、「
週
３
日
以
上
」が
前
年

比
4.4
ポ
イ
ン
ト
増
の
27
・
２

％
と
、
最
も
高
く
な
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
健
康
へ
の
意

識
が
い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
う
し
た
結
果

を
今
後
の
市
政
運
営
の
参
考

に
、
日
本
一
住
み
や
す
い
ま

ち
を
目
指
し
て
、
各
施
策
の

更
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
調
査
結
果

は
、
市
役
所
１
階
市
民
活
動

推
進
室
や
各
公
民
館
、
図
書

館
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
生
か
し
て

よ
り
愛
さ
れ
る
ま
ち
に

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・７
７
０
３
）へ
。

〔
見
に
来
ま
せ
ん
か
〕

▼
児
童
合
唱
団「
野
う
さ
ぎ
」コ
ン

サ
ー
ト　
26
日　
午
後
２
時　
文
化

ホ
ー
ル
く
る
る　

８
０
０
円
≪
近

藤
・
緯
441
・
５
６
５
９
≫

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
認
知
症
予
防
と
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操　

月
・
水
・
金
曜
日
（
男
女
混

合
）
＝
午
前
６
時
15
分　

火
・
木

曜
日（
男
性
の
み
）＝
午
前
７
時　

城
址
公
園
≪
平
田
・
緯
090
・
３
１

３
１
・
９
３
９
９
≫

▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午
後
２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前

ラ
・
セ
ー
ヌ
ビ
ル　

月
４
５
０
０

円
≪
浦
島
・
緯
224
・
５
９
１
５
≫

▼
に
こ
に
こ
体
操（
健
康
体
操
）　

月
曜
日　

午
後
１
時
半　

北
町
公

民
館　

月
１
５
０
０
円
≪
豊
田
・

緯
445
・
３
８
５
８
≫

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団　

土
・
日
曜
日
・
祝
日　

北

小
学
校　

月
１
５
０
０
～
２
０
０

０
円
（
未
就
学
児
は
年
間
１
０
０

０
円
）　

年
中
～
小
学
生
≪
小
泉
・

緯
090
・
４
９
４
８
・
５
９
３
６
≫

▼
合
気
道
無
為
会　

月
・
木
曜
日 

午
後
７
時　

市
民
体
育
館
ま
た
は

第
二
中
学
校　

月
１
０
０
０
円

≪
壷
内
・
緯
441
・
１
０
７
２
≫

▼
い
き
が
い
書
道
ク
ラ
ブ　

第

１
・
３
土
曜
日　

午
前
９
時
半　

下
蕨
公
民
館　

月
１
５
０
０
円　

≪
山
口
・
緯
443
・
６
１
８
１
≫

安
全
・
安
心
の
分
野
に

多
く
の
関
心
が
集
ま
る

永住意識 まちへの愛着

重　点　施　策
満　足　度 重　要　度

１位　消防・救急体制
２位　コミュニティバスなど

の公共交通の充実
３位　防災対策
４位　上・下水道の整備、
　　　雨水対策
５位　公園緑地の整備、
　　　身近な緑と花の充実

１位　防犯対策
２位　消防・救急体制

３位　防災対策
４位　交通安全対策

５位　財政の健全化

平成26年度市民意識調査

調査期間：26年7月30日～8月31日
主な調査内容：◎まちへの愛着
　◎永住意識　◎まちづくり
　◎重点施策　など全28項目
対象：市内在住の20歳以上の
　　　男女1,000人（無作為抽出）
回収率：43.8％（438人）

感じていない  11.9％

住みたいと
思う
64.2％

感じている
72.4％

わからない
15.5％

無回答
0.2％

住みたいと思わない  9.6％

わからない
23.7％

無回答
2.5％

→就労などの理由により日中保護者が保育できない就学前の集団生活が可能な子　詳細＝児童福祉課（緯433・7758）
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華やかに仮装パレード
　

中
央
地
区
を
中
心
と
し
て
、

10
月
25
日
に
「
親
子
で
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
を
楽
し
も
う
！
」、26

日
に
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ワ
ー
ル

ド 

ｉ
ｎ 

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｉ
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
魔
女
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

い
っ
た
思
い
思
い
の
衣
装
で

ま
ち
を
パ
レ
ー
ド
す
る
な
ど
、

催
し
を
通
し
て
、
計
２
６
０

０
人
が
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

池端氏が けやき
文化賞 を受賞

温かそばのおもてなし

　

11
月
３
日
、
市
民
会
館
で

市
の
文
化
功
労
者
に
贈
ら
れ

る「
け
や
き
文
化
賞
」の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。受
賞
者
・

池い
け

端は
た

俊し
ゅ
ん

策さ
く

さ
ん（
中
央
在
住
）

は
日
本
を
代
表
す
る
脚
本
家

で
、
市
内
で
も
演
劇
講
座
を

開
催
し
、
そ
の
集
大
成
と
し

て
書
き
お
ろ
し
た
作
品
を
上

演
す
る
な
ど
、
地
域
文
化
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
そ
ば
組
合
加
盟
店
や

蕨
市
社
会
福
祉
協
議
会
錦
町

支
部
な
ど
の
協
力
で
、
お
い

し
い
て
ん
ぷ
ら
そ
ば
が
楽
し

め
る
「
善
意
の
お
そ
ば
プ
レ

ゼ
ン
ト
」。
今
年
も
、11
月
13

日
に
松
原
会
館
で
、
60
歳
以

上
の
市
民
に
計
２
５
０
食
が

ふ
る
ま
わ
れ
、
訪
れ
た
皆
さ

ん
に
と
っ
て
心
も
体
も
温
ま

る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
２
日
、
市
民
体
育
館

で「
わ
ら
び
健
康
ま
つ
り
・
歯

ッ
ピ
ー
わ
ら
び
」が
開
か
れ
、

８
６
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

催
し
で
は
歯
磨
き
指
導
や
フ

ッ
素
塗
布
、
骨
密
度
測
定
な

ど
の
ほ
か
、
サ
ッ
カ
ー
解
説

者
・
宮み

や

澤ざ
わ

ミ
シ
ェ
ル
さ
ん
の

特
別
講
演
も
行
わ
れ
、
地
域

ぐ
る
み
で
健
康
意
識
の
向
上

を
図
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

みんなで健康度アップ

つながる市民活動の輪
　

わ
ら
び
市
民
ネ
ッ
ト
主
催

の
「
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
、11
月
22

日
、
く
る
る
で
開
か
れ
ま
し

た
。
同
ネ
ッ
ト
登
録
者
・
団

体
に
よ
る
体
操
や
編
み
物
な

ど
の
体
験
講
座
や
展
示
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

実
施
。
訪
れ
た
３
５
０
人
は

市
民
活
動
へ
の
理
解
と
地
域

の
触
れ
合
い
を
深
め
ま
し
た
。

ま
　
ち
　
の
　
　
話
　
題

▼
ね
こ
の
み
み（
市
民
交
流・談
話
） 

月
１
回
木
曜
日　
正
午　
市
内　
５
０

０
円
≪
北
田
・
緯
432
・
８
５
０
１
≫

▼
Ａ
Ｂ
Ｃ
キ
ッ
ズ（
幼
児
英
会
話
） 

月
３
回
水
曜
日　

午
前
10
時　

中

央
公
民
館
か
旭
町
公
民
館　

月
２

３
０
０
円　

未
就
園
児
≪
小
沼
・

緯
090
・
９
６
４
５
・
８
８
１
２
≫

▼
コ
ー
ロ
・
ダ
ー
マ
（
女
声
合
唱
） 

水
曜
日　

午
前
10
時　

中
央
公
民

館　

月
５
０
０
０
円
≪
町
田
・
緯

441
・
２
４
５
６
≫

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午

前
９
時
半　

南
公
民
館　

無
料

≪
井
上
・
緯
442
・
０
２
５
９
≫

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
日
帰
り
旅
倶
楽
部　

開
運
・
池

上
七
福
神
巡
り　
１
月
４
日　
１
５

０
０
円（
別
途
昼
食
代
）≪
岩
本
・

緯
090
・
３
４
３
１
・
４
２
９
５
≫

▼
江
戸
あ
る
き　

筑
土
八
幡
神

社
・
市
谷
亀
岡
八
幡
神
社
な
ど
師

走
の
神
頼
み　

６
日
・
11
日
・
13
日

か
ら
選
択　

午
前
９
時　

蕨
駅
改

札
口
集
合　

７
０
０
円
≪
富
山
・

緯
090
・
２
７
６
４
・
１
３
４
２
≫

▼
Ｙ
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス（
無
料
体
験
） 

２
日
・
９
日
・
16
日
・
23
日　

４
歳

～
小
学
２
年
生
＝
午
後
５
時　

小

学
３
年
生
以
上
＝
午
後
６
時　

ス

タ
ジ
オ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
≪
谷
内
・

緯
090
・
２
４
９
２
・
３
９
６
７
≫

▼
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

３
日
・

10
日
・
18
日　

午
後
１
時　

文
化

ホ
ー
ル
く
る
る　

４
９
９
円
≪
犬

塚
・
緯
441
・
７
３
７
３
≫

▼
セ
ピ
ア
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー 

４
日　
午
後
１
時
15
分　
文
化
ホ
ー

ル
く
る
る　

６
０
０
円
≪
菊
池
・

緯
080
・
８
８
９
６
・
２
９
７
５
≫

蕨市長選挙及び
　蕨市議会議員選挙の実施方法に

係るアンケート調査の結果

　先月号の『広報蕨』の「リポートそ
こが知りたい」でご紹介したとおり、
市では、来年実施が予定されている蕨
市長選挙、蕨市議会議員選挙の実施方
法について、先月７日から25日（消印
有効）まで、20歳以上の市民の中から
無作為に選んだ1,000人を対象に、アン
ケートを実施しました。その結果がま
とまりましたのでご紹介します。

アンケート結果
【問】来年実施を予定している蕨市長
選挙及び蕨市議会議員選挙の実施方法
についてお伺いします（○印は１つ）。

（回答453人）

１．同時に行う
　　　　408人…90.1％

２．別々に単独で行う
　　　　30人…  6.6％

３．わからない
　　　　15人…  3.3％

　このアンケートでは、453人、率に
して45.3％のかたから回答をいただい
ています。その結果は上記のとおり「同
時に行う」が90.1％、「別々に単独で行
う」が6.6％、「わからない」が3.3％と
いう結果となり、９割の市民の皆さん
が同時に選挙を実施することが望まし
いと考えていることが分かりました。
　市では、今回の市民アンケートの調
査結果を踏まえ、来年の市長選挙・市
議会議員選挙について、市民の皆さん
の理解が得られる選挙となるよう、引
き続き選挙管理委員会との協議を行っ
ていきたいと考えています。
問い合わせ＝政策企画室（緯433・7698）

～「同時」を望むが９割に～

来年４月からの新規保育園入園申し込み／３日～５日　午後１時～７時（５日は６時まで）　中央公民館　対象＝→

同時に行う
90.1％

わからない
3.3％

別々に
単独で行う
6.6％
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【
消
防
長
賞
】

吉よ
し

田だ 

菜な

桜お

さ
ん（
南
小
６
年
）

【
防
火
協
会
長
賞
】

寺て
ら

園ぞ
の 

爽そ

良ら

さ
ん（
塚
越
小
６
年
）

※
ほ
か
佳
作
10
作
品

南
小
６
年須す

賀が 

遥は
る
夢む

さ
ん

北
小
４
年住す

み
田だ 

圭け
い
翼す
け

さ
ん

北
小
４
年

古ふ
る

川か
わ 

み
ら
い
さ
ん

高
学
年
の
部
（
２
６
３
点
）

【
消
防
長
賞
】

早は
や
川か
わ 

悠ゆ
う
斗と

さ
ん（
南
小
１
年
）

【
防
火
協
会
長
賞
】

小お

川が
わ 

宙そ
ら
音ね

さ
ん（
塚
越
小
３
年
）

※
ほ
か
佳
作
10
作
品

南
小
３
年松ま

つ
村む
ら 

杏あ
ん

さ
ん

中
央
東
小
２
年

橋は
し

本も
と 

聖せ

莉り

奈な

さ
ん

中
央
小
３
年

土つ
ち
屋や 

柚ゆ

月づ
き

さ
ん

低
学
年
の
部
（
84
点
）

■関東信越国税局e-Taxメール会員募集中／e-Taxについての最新情報を配信　詳細＝西川口税務署（緯253・4061）

ワ
ラ
ビ　

あ
！
消
防
車
が
見

回
り
活
動
を
し
て
い
る
よ
。

職
員　

こ
ん
ば
ん
は
。
冬
は

空
気
が
乾
燥
し
て
い
て
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
か
ら
注

意
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

ワ
ラ
ビ　

は
ー
い
。
寒
く
な

る
と
暖
房
も
使
う
し
ね
。

職
員　

特
に
石
油
ス
ト
ー
ブ

を
使
用
す
る
前
に
は
必
ず
点

検
・
整
備
が
必
要
で
す
。

お
母
さ
ん　

う
ち
で
も
、
カ

ー
テ
ン
や
衣
類
と
い
っ
た
燃

え
や
す
い
物
の
近
く
に
は
絶

対
に
ス
ト
ー
ブ
を
置
か
な
い

よ
う
気
を
つ
け
て
い
る
わ
。

ワ
ラ
ビ　

ち
ゃ
ん
と
消
火
器

万
全
で
す
か
？
あ
な
た
の
家
庭
の
防
火
対
策

防
火
へ
の
意
識
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に

も
用
意
し
て
あ
る
ん
だ
。

職
員　

す
ば
ら
し
い
心
が
け

で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
お

済
み
で
す
か
？

お
母
さ
ん　

た
し
か
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
よ

ね
？
問
題
な
い
は
ず
だ
わ
…
。

職
員　

設
置
す
る
箇
所
は
寝

室
と
寝
室
の
あ
る
階
段
で
す
。

お
母
さ
ん　

そ
う
な
の
？

ワ
ラ
ビ　

帰
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
確
認
し
な
き
ゃ
ね
。

職
員　

備
え
付
け
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
場
合
は
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
の
上
、

必
ず
設
置
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

お
母
さ
ん　

こ
の
前
は
、
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
錦
町
店
に

小
学
生
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
が

貼
り
出
さ
れ
て
い
た
わ
ね
。

ワ
ラ
ビ　

入
選
し
な
か
っ
た

け
ど
、僕
も
描
い
た
ん
だ
よ
。

職
員　

先
月
７
日
か
ら
15
日

ま
で
入
選
作
品
30
点
（
下
囲

み
）
を
展
示
し
た
ほ
か
、
初

日
に
は
ち
ら
し
を
配
布
し
て

啓
発
活
動
も
実
施
し
ま
し
た
。

お
母
さ
ん　

や
は
り
一
人
ひ

と
り
の
心
が
け
が
た
い
せ
つ

だ
と
い
う
こ
と
ね
。

職
員　

消
防
署
や
消
防
団
で

も
、歳
末
特
別
警
戒
な
ど
で
、

地
域
全
体
の
防
火
意
識
の
向

上
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

ポ
ス
タ
ー
も
描
い

た
し
、
僕
も
協
力
す
る
よ
。

み
ん
な
で
蕨
か
ら
火
事
を
な

く
そ
う
ね
。
火
の
用
心
！

親と子の
ニュースの
小窓

空気が乾燥する季節
火災予防に

ご協力ください
　冬は空気が乾燥していて火災が発
生しやすい季節です。消防本部でも、
警戒活動などを通じて注意喚起を行
っていますが、火災を防ぐには全員
が危機意識を持たなければなりませ
ん。住環境や生活習慣などを再確認
してご自身やご家族を守りましょう。

先
月
７
日
に
は
県
下
一
斉
火
災
予
防
Ｐ
Ｒ
を
実
施

銅賞 銀賞 金賞

銅賞 銀賞 金賞

問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部

予
防
課（
緯
441・０
１
７
４
）
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恭
きょう

輔
すけ

ちゃん
（２歳９か月）

圭
けい

輔
すけ

ちゃん
（２歳９か月）

左
ひだり

　　武
たけ

史
し

さん　
裕
ゆ

美
み

子
こ

さんの
二男・三男　 　

　　南町３丁目

美
み

鶴
つる

ちゃん
（２歳）

藤
ふじ

井
い

　　康
やす

弘
ひろ

さん　
恵
え

理
り

子
こ

さんの
長女　　　　

　　中央７丁目

■西川口税務署非常勤職員（アルバイト）募集／１月13日～３月31日　PC操作など　詳細＝同税務署（緯253・4061）

　
「
電
車
や
働
く
車
が
大
好

き
な
美
鶴
。
消
防
車
や
救
急

車
の
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
る

と
、「
ピ
ー
ポ
ー
」
と
、
す
ぐ

に
窓
に
駆
け
寄
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
ん
な
美
鶴
は
最
近
、

大
人
の
ま
ね
ご
と
に
夢
中
で

す
。
こ
の
前
は
、
私
が
植
木

を
剪せ

ん

定
し
て
い
た
ら
、
は
さ

み
で
葉
っ
ぱ
の
お
手
入
れ
を

し
よ
う
と
し
て
く
れ
た
ん
で

す
よ
。
そ
の
姿
に
成
長
を
実

感
で
き
、
私
も
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
い

ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
、

自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
持

っ
た
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
で

す
」と
、母
親
の
恵
理
子
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－512－

かるた
ヘルスケア

　

食
事
を
と
る
こ
と
で
レ
プ

チ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
満

腹
中
枢
に
働
き
、「
必
要
量
を

食
べ
ま
し
た
。
お
な
か
が
い

っ
ぱ
い
で
す
」と
認
識
し
、食

欲
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ま
す
。

満
腹
中
枢
が
働
く
ま
で
に
は
、

食
べ
始
め
て
か
ら
20
分
ほ
ど

か
か
る
た
め
、
味
わ
い
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
こ
と
が

も
っ
と
も
た
い
せ
つ
で
す
。

早
食
い
を
す
る
と
、
満
腹
中

枢
が
作
動
し
な
い
う
ち
に
つ

い
つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

太
り
気
味
の
か
た
も
、
レ
プ

チ
ン
が
満
腹
中
枢
を
正
常
に

作
用
さ
せ
ず
、
い
つ
ま
で
も

満
腹
感
が
得
ら
れ
に
く
い
体

質
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

DE

蕨
市
立
病
院

柴し
ば

田た 

優ゆ
う

子こ 

医
師

柴
田
医
師
の
健
康
増
進
外
来
は

木
曜
日
午
後
。
詳
細
は
市
立
病

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
を

満
腹
中
枢

ま

　

未
来
の
１
㌻
を
開
く
き
っ
か
け
づ
く

り
の
場
と
し
て
、
中
学
２
年
生
を
対
象

に
実
施
し
て
い
る
社
会
体
験
事
業
「
ワ

ー
キ
ン
グ
ウ
ィ
ー
ク
」。11
月
５
日
～
７

日
は
第
二
中
学
校
の
生
徒
１
５
３
人
が

市
内
の
事
業
所
な
ど
で
職
業
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
市
立
図
書
館
で
は
４
人
の

生
徒
が
図
書
整
理
や
窓
口
業
務
の
ほ
か
、

思
い
思
い
に
選
ん
だ
80
冊
の
「
お
す
す

め
図
書
」
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
に
挑
戦
。

「
多
く
の
人
が
手
に
し
て
く
れ
る
よ
う

に
」
と
、
紹
介
文
や
イ
ラ
ス
ト
が
満
載

の
お
手
製
ポ
ッ
プ
で
飾
り
つ
け
ま
し
た
。

来
館
者
に
好
評
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
今

月
７
日
ま
で
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子どもクラブ｢いち押し｣ をポップでご紹介
ニ中ワーキング

ウィーク

　

い
ま
、
歯
科
口
腔
の
健
康

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
以

前
か
ら
、
８
０
２
０
運
動
と

い
っ
て
、
高
齢
に
な
っ
て
も

自
分
の
歯
で
し
っ
か
り
と
か

ん
で
食
べ
ら
れ
る
こ
と
は
、

栄
養
面
な
ど
健
康
に
よ
い
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
。加
え
て
、

近
年
で
は
、
歯
科
口
腔
の
健

康
が
、
糖
尿
病
を
は
じ
め
と

す
る
生
活
習
慣
病
や
認
知
症

の
予
防
な
ど
、
身
体
全
体
の

健
康
に
つ
な
が
る
こ
と
が
関

心
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
11
月
に
は
、
蕨
戸

田
歯
科
医
師
会
の
ご
協
力
で

「
健
康
ま
つ
り
」
と
併
せ
て

「
歯
ッ
ピ
ー
わ
ら
び
」
が
開

催
さ
れ
、
私
も
初
め
て
、
舌

圧
測
定
と
い
う
も
の
を
体
験

し
ま
し
た
が
、
舌
圧
（
舌
の

力
）
の
低
下
が
物
を
飲
み
込

む
力
の
低
下
に
つ
な
が
り
、

健
康
障
害
を
引
き
起
こ
す
原

因
と
な
る
そ
う
で
す
。

　

蕨
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
、

歯
周
疾
患
検
診
の
対
象
年
齢

拡
大
や
２
歳
児
へ
の
フ
ッ
素

塗
布
券
配
布
な
ど
施
策
の
拡

充
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

歯
科
口
腔
の
健
康
づ
く
り
を

い
っ
そ
う
推
進
す
る
た
め
に
、

12
月
市
議
会
に
「
蕨
市
歯
科

口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条

例
」を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

歯
科
口
腔
の
健
康
づ
く
り
を

通
じ
て
、
健
康
寿
命
を
延
ば

し
、
健
康
密
度
も
日
本
一
の

ま
ち
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

歯科口腔の健康づくりで
健康密度も日本一のまちへ

76

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
今月は４日です。ただし、１
月は８日です。時間は午後１
時～５時を予定しています。
　ご希望のかたは秘書広報課

（緯433・7701）へ
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手
は
努
力
を
重
ね
た
分
だ

け
強
く
な
れ
る
し
、
勝
つ

度
に
成
長
で
き
る
ん
で
す
」
と
そ

の
魅
力
を
語
る
の
は
、
第
一
中
学

校
の
３
年
生
・
山
口
健
太
さ
ん

（
15
歳
・
南
町
１
丁
目
）。
10
月

５
日
に
開
催
さ
れ
た
「
関
東
中
学

生
空
手
道
選
手
権
大
会
」
で
は
、

組
手
の
個
人
の
部
で
準
優
勝
、
団

体
の
部
で
は
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
運
動
が
好
き
だ
っ
た

山
口
さ
ん
が
空
手
の
道
に
進
ん
だ

の
は
小
学
校
へ
入
学
し
た
頃
で
す
。

道
場
生
募
集
の
ち
ら
し
を
見
て
体

験
入
門
す
る
と
、
心
も
体
も
鍛
え

な
が
ら
気
持
ち
の
よ
い
汗
を
流
せ

る
こ
の
武
道
の
と
り
こ
に
。
道
場

で
の
週
３
日
、
１
日
２
時
間
半
の

稽け
い
古
に
加
え
、
時
間
を
見
つ
け
て

は
弟
・
隼は

や

人と

さ
ん
と
の
組
手
や
自
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広
報
蕨　

七
六
三
号　

平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
関東中学生空手道選手権大会　組手の部準優勝　

山
やま

口
ぐち

 健
けん

太
た

 さん

己の拳を磨きいつか世界へ

主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
る
ほ
ど

の
め
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
大
会
で
な
か
な
か

勝
ち
進
む
こ
と
が
で
き
ず
、
伸
び

悩
ん
で
い
た
山
口
さ
ん
。
そ
う
し

た
な
か
、
基
本
を
徹
底
的
に
再
確

認
し
よ
う
と
、
中
学
校
へ
の
入
学

を
機
に
、
映
像
な
ど
を
通
じ
て
自

分
の
組
手
を
見
直
す
こ
と
に
し
ま

し
た
。
同
時
に
強
豪
選
手
の
動
き

を
研
究
、
吸
収
し
て
習
得
し
た
の

が
、
ス
ピ
ー
ド
豊
か
な
刻
み
突
き

で
す
。
飛
び
込
み
な
が
ら
突
き
を

繰
り
出
す
こ
の
技
を
武
器
に
、
ポ

イ
ン
ト
を
稼
げ
る
よ
う
に
な
っ
た

山
口
さ
ん
は
、
間
合
い
の
取
り
方

や
試
合
の
流
れ
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

う
し
て
め
き
め
き
と
頭
角
を
現
し
、

中
学
１
年
生
の
と
き
に
県
大
会
で

個
人
ベ
ス
ト
16
、
２
年
生
で
同
ベ

ス
ト
８
。
そ
し
て
、
３
年
生
と
な

っ
た
今
年
は
、
６
月
に
行
わ
れ
た

同
大
会
で
参
加
選
手
１
０
９
人
の

頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
、

県
代
表
と
し
て
臨
ん
だ
全
国
大
会

で
は
ベ
ス
ト
16
、
関
東
大
会
で
は

個
人
で
の
準
優
勝
に
加
え
、
チ
ー

ム
を
団
体
優
勝
に
導
い
た
の
で
す
。

　
「
高
校
で
は
全
国
の
頂
を
目
指

し
、
将
来
は
日
の
丸
を
背
負
っ
て

世
界
の
舞
台
で
活
躍
し
た
い
」と
、

力
強
く
目
標
を
語
る
山
口
さ
ん
。

空
手
の
道
を
極
め
る
日
を
夢
見
て
、

今
日
も
突
き
進
ん
で
い
き
ま
す
。

鋭い刻み突きが持ち味の山口さん

輝

いて
ます

　
「
ふ
う
せ
ん
」は
、
子
育
て
世
代
に

と
っ
て
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
支
援
し
よ
う
と
、
会
員
41

人
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
で
す
。

　

平
成
18
年
の
設
立
当
時
か
ら
活
動

の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
年
間

３
０
０
件
以
上
請
け
負
っ
て
い
る
、

市
内
の
催
し
な
ど
で
の
集
団
託
児
で

す
。
ま
た
、
マ
マ
た
ち
が
い
き
い
き

と
過
ご
す
た
め
の
託
児
付
き
講
座
を

企
画
・
運
営
し
て
い
る
ほ
か
、今
年
度

か
ら
、
資
格
や
ス
キ
ル
を
生
か
し
た

い
会
員
の
講
師
派
遣
や
親
子
で
参
加

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
始
め
る

な
ど
、活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

今
月
７
日
に
は
、
そ
の
集
大
成
と

し
て
、中
央
公
民
館
で「
楽
し
く
子
育

て
！
笑（
び
）っ
て
フ
ェ
ス
タ
」
を
開

催
し
ま
す（
午
前
10
時
～
午
後
４
時
）。

蕨
は
児
童
館
や
公
民
館
が
多
く
、
子

育
て
世
代
が
参
加
し
や
す
い
事
業
も

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
こ
う
し
た
環

境
を
有
効
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

こ
の
日
は
、
情
報
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

を
は
じ
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ス

テ
ー
ジ
な
ど
、
蕨
で
育
児
を
楽
し
む

た
め
の
情
報
や
催
し
を
た
っ
ぷ
り
と

用
意
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
家
族
で
、

気
軽
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

園
その

川
かわ

 泰
やす

子
こ

 代表

詳しくは

～ＮＰＯ法人ふうせん～

紹介します！ 皆さんの市民活動

キラリ‼　
　みんなの力

託
児
や
催
し
で
広
げ
た
い

楽
し
い
育
児
応
援
す
る
輪

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
わ
ら
び

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
445
・
７
２
５
６
）の
市
民
活
動

登
録
団
体
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

メッセージ

「
空

ＮＰＯ法人ふうせん 検索

ベルトよし！
　　ヘルメットよし！
　　　　ママも私も安心だね


